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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光素子が配置されると共に、当該発光素子に電源を供給するケーブルが接続される、
前記発光素子で発生する熱が伝導されるように熱伝導率の高い部材で形成した基板を備え
た先端部と、前記先端部に連設する、湾曲駒を連接して構成される湾曲部と、前記湾曲部
に連設する柔軟な管状部材で形成した可撓管部とを備えて構成される挿入部を有する内視
鏡であって、
　前記基板の基端面に対して密着して配置される、前記基板に伝導された熱を伝導するた
めに当該基板と同様に熱伝導率の高い部材で形成した受け部材と、
　前記受け部材、又は前記基板の基端面に一端部が密着状態で配置され、他端部が前記湾
曲部の空間内を挿通されて前記可撓管部側に配置される、当該基板に伝導された熱、及び
当該受け部材に伝導された熱を伝導するために前記基板及び受け部材と同様に熱伝導率の
高い素線を複数束ねて構成される束線部材と、を備え、
　前記束線部材は、前記湾曲部が湾曲動作された際に所定の湾曲動作を行うように、所定
の柔軟性に設定されると共に、湾曲方向に対応するように当該湾曲部内に配置されること
を特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】
　前記放熱部材の一端部を前記受け部材に形成した孔内に配置し、当該放熱部材の先端面
を前記基板の基端面に熱伝導率の高い部材を介して密着させて、前記放熱部材を当該受け
部材及び当該基板に一体的に接合固定したことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
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【請求項３】
　前記放熱部材の一端部を前記受け部材に形成した切り欠き部内に配置し、当該放熱部材
と当該受け部材とを熱伝導率の高い部材を介して密着させて、前記放熱部材と前記受け部
材とを一体的に接合固定したことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項４】
　前記束線部材を形成する素線は、直径が０．１ｍｍ以下であって、当該素線の本数及び
長さ寸法は、熱容量と作業性とを考慮して内視鏡の種類に応じて設定されることを特徴と
する請求項５に記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、照明光学系に発光素子を用いた内視鏡に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、内視鏡は医療分野及び工業分野で広く利用されている。この内視鏡では、診断
或いは検査対象が生体、プラント等の内部である。このため、観察対象を照明する光源が
必要である。
【０００３】
一般的に、内視鏡装置では内視鏡の外部装置として光源装置を用意し、この光源装置で発
する照明光を内視鏡に設けたライトガイドに供給し、このライトガイドによって伝送され
た照明光を内視鏡の挿入部先端に配置した照明窓から出射させて観察部位を照らすように
なっていた。
【０００４】
また、観察部位を照明する光源装置、ライトガイドファイバの組合せの代わりに、ＬＥＤ
照明を挿入部先端部に設け、このＬＥＤ照明の発する光で直接的に観察部位を照らすよう
にした内視鏡も提案されている。この内視鏡では、ＬＥＤ照明で照らされた観察部位を固
体撮像素子で撮像することにより、細径でかつ簡素な構成で高機能化が実現される。
【０００５】
例えば、特開２００２－５１９７１号公報には挿入部先端部に配置した照明手段であるＬ
ＥＤ照明の照明光量の増加を図った内視鏡が示されている。この内視鏡では先端部本体が
放熱性を有するセラミックで成型してあるので、ＬＥＤ照明で発する熱は先端部本体に伝
導される。
【０００６】
【特許文献１】
特開２００２－５１９７１号公報（頁３、図１及び図２）
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、前記特開２００２－５１９７１号公報の内視鏡は小型であるため、先端部
本体の体積が小さく、かつ表面積も小さい。したがって、ＬＥＤ照明の発する熱が伝導さ
れて先端部本体が高温になるおそれがある。そして、この先端部本体が高温になってＬＥ
Ｄ照明が高温下にさらされた状態になると、ＬＥＤ照明の性能が低下し、多くの電流が流
せなくなって明るさの確保が難しくなるとともに長時間の使用が困難になる。また、高温
になった先端部本体の熱がＣＣＤに伝導されると、ＣＣＤの温度が上昇して内視鏡画像に
ノイズを発生させる等の不具合を生じさせるおそれがある。
【０００８】
本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、挿入部先端部に配置したＬＥＤ照明の発
する熱によって、照明光量の減少や、画像ノイズの発生を防止して、良好な観察を長時間
に渡って行える内視鏡を提供することを目的にしている。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
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　本発明の内視鏡は、発光素子が配置されると共に、当該発光素子に電源を供給するケー
ブルが接続される、前記発光素子で発生する熱が伝導されるように熱伝導率の高い部材で
形成した基板を備えた先端部と、前記先端部に連設する、湾曲駒を連接して構成した、湾
曲部と、前記湾曲部に連設する柔軟な管状部材で形成した可撓管部とを備えて構成される
挿入部を有する内視鏡であって、
　前記基板の基端面に対して密着して配置される、前記基板に伝導された熱を伝導するた
めに当該基板と同様に熱伝導率の高い部材で形成した受け部材と、前記受け部材、又は前
記基板の基端面に一端部が密着状態で配置され、他端部が前記湾曲部の空間内を挿通され
て前記可撓管部側に配置される、当該基板に伝導された熱、及び当該受け部材に伝導され
た熱を伝導するために前記基板及び受け部材と同様に熱伝導率の高い素線を複数束ねて構
成される束線部材とを備え、前記束線部材は、前記湾曲部が湾曲動作された際に所定の湾
曲動作を行うように、所定の柔軟性に設定されると共に、湾曲方向に対応するように当該
湾曲部内に配置されている。
【００１１】
　この構成によれば、挿入部先端部に配置した発光素子から発する熱は、基板、受け部材
に伝導され、放熱部材によって挿入部後方側へ伝導される。
【００１２】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。
図１ないし図６は本発明の第１実施形態に係り、図１は挿入部の構成を説明する長手方向
断面図、図２はＬＥＤ照明部の構成を説明する図、図３は挿入部の構成を具体的に説明す
る長手方向に対して直交する方向の説明図、図４は先端部の組み付け工程を説明する図、
図５はカバーガラスの他の構成例を説明する図、図６は束線部材の後端側の一体部が接合
される前口金の他の構成を説明する図である。
【００１３】
なお、図２（ａ）はＬＥＤチップのＬＥＤ基板への配置例を説明する図、図２（ｂ）は図
２（ａ）のＥ－Ｅ線断面図、図３（ａ）は挿入部先端部を正面から見たときの図、図３（
ｂ）は図１のＡ－Ａ線断面図、図３（ｃ）は図１のＢ－Ｂ線断面図、図３（ｄ）は図１の
Ｃ－Ｃ線断面図、図３（ｅ）は図１（ａ）のＤ－Ｄ線断面図、図５（ａ）は先端面が凸面
のカバーガラスを示す図、図５（ｂ）は先端面が凹面のカバーガラスを示す図、図６（ａ
）は束線部材の後端側の一体部が接合される前口金付近の構成を説明する断面図、図６（
ｂ）は図６（ａ）のＧ－Ｇ線断面図、図６（ｃ）は図６（ａ）のＨ－Ｈ線断面図である。
【００１４】
図１に示すように本実施形態の内視鏡１は細長な挿入部２を有し、この挿入部２は先端側
から順に硬質な先端部３、湾曲駒を連接して例えば上下左右方向に湾曲する構成の湾曲部
４、柔軟な管状部材で形成した可撓管部５とを連設して構成されている。前記先端部３に
は発光素子としての複数のＬＥＤチップ６を配設して構成されるＬＥＤ照明部７及び複数
の光学レンズ８ａ及びＣＣＤ９等を配設して構成される観察光学部１０が設けられている
。
【００１５】
前記先端部３は、対物光学系受け（以下、対物受けと略記する）１１、ＬＥＤ基板１２、
レンズ枠受け１３、第１連結管１４、第２連結管１５、カバーガラス１６、連結固定部材
１７とで主に構成されている。
【００１６】
前記対物受け１１及びＬＥＤ基板１２は銅、アルミ等の熱伝導率の高い金属部材で形成さ
れる。一方、前記レンズ枠受け１３及び内視鏡１の外装を構成する、第１連結管１４、第
２連結管１５、連結固定部材１７はステンレス等の耐食性に優れ、熱伝導率の低い金属部
材で形成されている。
【００１７】
前記観察光学部１０を構成する光学レンズ８ａの一部は前記対物受け１１に固定配置され
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、他の光学レンズ８ａ及びＣＣＤ９はレンズ枠９ａに固定配置される。このＣＣＤ９から
基端側に延出する端子９ｂはＣＣＤ基板９ｃに電気的に接続され、このＣＣＤ基板９ｃに
は信号ケーブル９ｄ内を挿通する信号線９ｅが所定の位置に電気的に接続されている。
なお、前記レンズ枠９ａはステンレス等の耐食性に優れて、熱伝導率の低い金属部材で形
成されている。
【００１８】
図１及び図２（ａ）、（ｂ）に示すように前記ＬＥＤ照明部７はＬＥＤチップ６とＬＥＤ
基板１２とで構成されている。このＬＥＤ基板１２は、環状で、中心から所定距離の円周
上に所定間隔で例えば８つの座ぐり穴１２ａが設けてある。前記ＬＥＤチップ６は、これ
ら座ぐり穴１２ａ内にそれぞれ配置され、このＬＥＤチップ６の照射方向側は半透明の封
止剤６ａによって覆われている。
【００１９】
前記ＬＥＤ基板１２の内周面側には電源を供給する電源用ケーブル２２ａ、２２ｂを配置
するための一対の切り欠き部１２ｂが形成されている。なお、図示は省略するがこのＬＥ
Ｄ基板１２には前記電源用ケーブル２２ａ、２２ｂ及び前記ＬＥＤチップ６の電気接点（
不図示）が電気的に接触する導電パターンが設けられている。
【００２０】
図１及び図３（ｂ）に示すように前記対物受け１１は略筒状で、中央部の先端面側及び基
端面側には前記観察光学部１０の光学レンズ８ａをそれぞれ配置する凹部１１ａ、１１ｂ
が形成されている。この凹部１１ｂの周囲には複数のＬＥＤチップ６から発生する熱を放
熱するための放熱部材である束線部材２１が配置される放熱部材配置用透孔１１ｃが例え
ば前記座ぐり穴１２ａに対応するように所定数、所定間隔で形成されるとともに、前記電
源用ケーブル２２ａ、２２ｂが挿通する一対のケーブル用透孔１１ｄが所定位置に形成さ
れている。
【００２１】
前記束線部材２１は、銅線、アルミ線、銀線等の熱伝導率が高く、素線直径が０．１ｍｍ
以下の素線２１ａを複数本束ねて、柔軟性を考慮して形成したものであり、本数及び素線
２１ａの長さ寸法は熱容量と作業性との両面を考慮して内視鏡の種類に応じて適宜設定さ
れる。
【００２２】
前記束線部材２１の先端部及び端部は、作業性を考慮して例えば、半田、ロウ付け、接着
剤等によってひとかたまりの一体部２３として構成される。本実施形態においては、先端
側に配置される一体部２３は８つであり、それぞれの先端部の先端面を研磨加工等によっ
て平面処理してある。一方、後方側に配置される一体部２３は４つになっている。
なお、前記凹部１１ａと凹部１１ｂとは例えば先端側開口を大径に形成したテーパー孔１
１ｅによって連通している。
【００２３】
図１及び図３（ｃ）に示すように前記レンズ枠受け１３は略筒状で、外周面中途部所定位
置には前記連結固定部材１７に形成されている後述する雌ネジ部（図中の符号１７ｂ）と
螺合する雄ネジ部１３ａが形成されている。また、中央部には前記観察光学部１０を構成
する前記レンズ枠９ａが配置されるレンズ枠用貫通孔１３ｂが形成されている。さらに、
このレンズ枠用貫通孔１３ｂの周囲には前記束線部材２１が遊嵌状態で挿通配置される放
熱部材挿通用透孔１３ｃが前記放熱部材配置用透孔１１ｃに対向して形成されている。
【００２４】
前記第１連結管１４は管状で太径部１４ａと細径部１４ｂとを備え、前記レンズ枠受け１
３と前記第２連結管１５とが一体的に配置される。具体的には、この第１連結管１４の太
径部１４ａの先端側内周面に前記レンズ受け１３の基端部が配置され、細径部１４ｂの外
周面に前記第２連結管１５の先端側内周面が配置される。
【００２５】
前記第２連結管１５は略管状で、前記第１連結管１４と前記湾曲部４とが一体的に配置さ
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れる。具体的には、この第２連結管１５の先端側内周面に前記第１連結管１４の細径部外
周面が配置され、基端部の所定位置に前記湾曲部４を構成する先端湾曲駒４ａ、湾曲ゴム
４ｂ、外ブレード４ｃが配置される。前記湾曲ゴム４ｂ及び外ブレード４ｃは糸巻き固定
部３１によって前記第２連結管１５に一体的に固定されている。なお、符号４ｄは下方向
湾曲ワイヤであり、符号４ｅは左方向湾曲ワイヤ、符号４ｆ（図３（ｄ）参照）は上方向
湾曲ワイヤ、符号４ｇ（図３（ｄ）参照）は右方向湾曲ワイヤである。
【００２６】
図１及び図３（ａ）に示すように前記カバーガラス１６は例えば略環状の平板光学部材で
形成され、中央部には前記対物受け１１の先端部に対応する貫通孔１６ａが形成されてい
る。
【００２７】
前記連結固定部材１７は略管状で先端部には前記カバーガラス１６の先端面に当接する爪
部１７ａが周状に形成され、基端部には前記レンズ枠受け１３に形成されている雄ネジ部
１３ａに螺合する雌ネジ部１７ｂが形成されている。なお、図中のＦ－Ｆ線は前記図１の
断面位置を表している。
【００２８】
図１及び図３（ｄ）、図３（ｅ）に示すように放熱部材配置用透孔１１ｃ、対物受け１１
、第１連結管１４、第２連結管１５を挿通して後方側に延出する８本の束線部材２１は、
湾曲部４近傍で隣り合う束線部材２１どうしをひとまとめにして、湾曲方向及び湾曲駒の
管内の空間に対応するように４つの束線部材２１にまとめられて湾曲部４内を挿通して可
撓管部５内に配置されている。このとき、前記可撓管部５内に挿通配置された４つにまと
められた束線部材２１の長さ寸法がそれぞれ異なる長さ寸法に設定してあるので、一体部
２３が可撓管部５内の一箇所に集中することなく配置される。
【００２９】
なお、前記可撓管５は、内周面側に配置された螺旋管５ａと、この螺旋管５ａを被覆する
網状管５ｂと、この網状管５ｂを被覆する外皮チューブ５ｃとで構成されており、この可
撓管５の先端側には前口金５ｄが配置されている。この前口金５ｄは、湾曲部４の基端部
を構成する第３連結管１８の内周面側に配置される。符号２４は前記湾曲ワイヤ４ｄ、４
ｅ、４ｆ、４ｇが挿通するコイル部材であり、このコイル部材２４は前記前口金５ｄの内
周面所定位置にロウ付け２５によって一体的に接合される。
【００３０】
ここで、図４を参照して先端部３の組み付け工程を説明する。
まず、前記ＬＥＤ照明部７を構成するＬＥＤ基板１２の内周面に熱伝導率の高いシリコン
グリース１９を塗布し、この状態で光学レンズ８ａを配置した対物受け１１を前記ＬＥＤ
基板１２の内周面に配置する。その後、前記対物受け１１に形成されている放熱部材配置
用透孔１１ｃ内に所定の本数の素線２１ａを束にした束線部材２１の先端側の一体部２３
を前記放熱部材配置用透孔１１ｃ内に配置して一体部の先端面をシリコングリース１９を
介してＬＥＤ基板１２の基端面に密着させるとともに、半田によって一体的に接合固定す
る。また、前記ＬＥＤ基板１２から延出する電源用ケーブル２２ａ、２２ｂを前記切り欠
き部１２ｂに配置する。
【００３１】
このことによって、前記ＬＥＤ基板１２と対物受け１１とがシリコングリース１９を介し
て密着状態になるとともに、前記束線部材２１が半田を介して前記対物受け１１に密着状
態で配置される。なお、前記シリコングリース１９以外に熱伝導率の高い充填材或いは、
熱伝導シート、熱伝導フィルム等であってもよい。
【００３２】
次に、前記ＬＥＤ基板１２の先端側にカバーガラス１６を配置する一方、前記対物受け１
１の基端側の凹部に前記レンズ枠受け１３の先端部を挿入配置する。このとき、前記束線
部材２１をそれぞれ対応する放熱部材挿通用透孔１３ｃに挿通させる。
【００３３】
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次いで、前記連結固定部材１７を、前記カバーガラス１６、ＬＥＤ基板１２、対物受け１
１の順に外周面側に被せていく。すると、前記連結固定部材１７の先端面がレンズ受け１
３に形成されている雄ネジ部１３ａ近傍に到達する。ここで、前記雄ネジ部１３ａに前記
連結固定部材１７に形成されている雌ネジ部１７ｂを螺合していき、この連結固定部材１
７と前記レンズ受け１３とを所定螺合状態で一体固定する。
【００３４】
このことによって、前記カバーガラス１６が封止剤６ａに所定の押圧力による密着状態に
なるとともに、前記ＬＥＤ基板１２と前記対物受け１１とが所定の押圧力による密着状態
になった、いわゆる一体ユニットとして構成される。
【００３５】
この後、この一体ユニットに、ＣＣＤ９等を配置したレンズ枠９ａを接合固定するととも
に、前記第１連結管１４、第２連結管１５を介して湾曲部４を一体的に連結固定して内視
鏡１を構成する。
【００３６】
上述のように構成した内視鏡１の作用を説明する。
まず、前記電源用ケーブル２２ａ、２２ｂを介してＬＥＤ照明部７に対して電力を供給す
る。すると、ＬＥＤ基板１２に配置されているＬＥＤチップ６が発光状態になって、観察
部位が照明される。このことによって、この照明光に照らされた観察部位の光学像が観察
光学部１０の光学レンズ８ａを通過してＣＣＤ９の撮像面に結像されて内視鏡画像を得ら
れる。
【００３７】
次に、内視鏡画像を観察しながら内視鏡１の挿入部２を目的観察部位に向けて挿通してい
く。このとき、図示しない湾曲操作手段を適宜操作して湾曲部４を所望する方向に湾曲さ
せる。この際、この湾曲部４内には柔軟性を考慮した束線部材２１が湾曲方向を考慮して
分割されて挿通配置されているので、湾曲部４がスムーズに湾曲動作する。
【００３８】
前記ＬＥＤ照明部７に対する電力の供給を継続的に行っていると、ＬＥＤチップ６から発
する熱がＬＥＤ基板１２に伝導されて、このＬＥＤ基板１２の温度が徐々に上昇していく
。また、このＬＥＤ基板１２に伝導された熱は、ＬＥＤ基板１２の背面にシリコングリー
ス１９を介して密着している束線部材２１に伝導されるとともに、このＬＥＤ基板１２の
背面側に配置された対物受け１１に伝導される。
【００３９】
前記対物受け１１に伝導された熱は、この対物受け１１に形成されている放熱部材配置用
透孔１１ｃの内周面に半田を介して密着している側面部から束線部材２１に伝導される。
そして、この束線部材２１に伝導された熱は、先端側から後方側に伝導されていく。
【００４０】
このように、ＬＥＤチップの発する熱を、ＬＥＤ基板や対物受けを介して細長な束線部材
の先端側から後方側に伝導させることによって、ＬＥＤ照明部が高温になることを防止す
ることができるとともに、ＬＥＤチップで発生した熱がＣＣＤに伝導されることを確実に
防止することができる。
このことによって、所望する光量で長時間に渡って観察部位を照明して、画像ノイズのな
い良好な内視鏡画像を得て、内視鏡観察を行える。
【００４１】
なお、本実施形態においてはカバーガラス１６を平板光学部材で形成しているが、カバー
ガラスはこの形態に限定されるものではなく、例えば図５（ａ）に示すように先端面を凸
面に形成したカバーガラス１６Ａや、図５（ｂ）に示すように先端面を凹面に形成したカ
バーガラス１６Ｂであってもよい。また、前記ＬＥＤ基板１２と前記対物受け１１とを一
体に構成したものであってもよい。
【００４２】
また、前記束線部材２１の基端部を可撓管５内に配置させる代わりに、 図６（ａ）ない
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し図６（ｃ）に示すように　この束線部材２１の後方側の一体部２３を外周面に冷却フィ
ン４１を設けた前口金４０の内周面所定位置にそれぞれ半田４２等の接合部材によって一
体的に接合固定するようにしてもよい。このことによって、前記束線部材２１に伝導され
た熱を前口金４０から外部に効率良く放出させて、束線部材２１の放熱効果を大幅に向上
させることができる。
【００４３】
さらに、束線部材２１をより線或いは網状に構成するようにしてもよい。
【００４４】
図７及び図８は本発明の第２実施形態にかかり、図７は先端部の構成を説明する長手方向
断面図、図８は先端部の構成を具体的に説明する長手方向に対して直交する方向の説明図
である。
なお、図８（ａ）は先端部の正面図、図８（ｂ）は図７のＩ－Ｉ線断面図、図８（ｃ）は
図７のＫ－Ｋ線断面図である。
【００４５】
本実施形態においては、前記第１実施形態で銅、アルミ等の熱伝導率の高い金属部材で形
成していた対物受け１１を、図７ないし図８（ｃ）に示すように熱伝導率の低い金属部材
で形成した対物枠５１と、熱伝導率の高い金属部材で形成したＬＥＤ受け５２とに分割し
て構成している。また、このＬＥＤ受け５２の基端部にはリング部材５３が配置されるよ
うになっており、このリング部材５３の外周面側にはさらに管状固定部材５４が配置され
るようになっている。さらに、本実施形態においてはカバーガラスを設ける代わりにＬＥ
Ｄチップ６を覆う封止剤６ａをさらに被覆する被覆部材５５を設けている。なお、前記Ｌ
ＥＤ受け５２の外周面側の所定位置には束線部材２１を配置するための４つの切り欠き部
５２ａが形成されている。
【００４６】
前記管状固定部材５４の外周面の所定位置には第１雄ネジ部５４ａ及び第２雄ネジ部５４
ｂが形成されている。この雄ネジ部５４ａ、５４ｂには略管状の連結固定部材５６の基端
部に形成されている雌ネジ部５６ａが螺合するようになっている。この連結固定部材５６
の先端部には前記被覆部材５５に当接する爪部５６ｂが設けてある。
【００４７】
ここで、先端部３の組み付け工程を説明する。
まず、前記ＬＥＤ照明部７を構成するＬＥＤ基板１２の基端面に熱伝導率の高いシリコン
グリースを塗布し、この状態で光学レンズ８ａを配置した対物枠５１及びＬＥＤ受け５２
を所定位置に配置する。その後、前記ＬＥＤ受け５２とリング部材５３とで形成される開
口を通して４つに分割された束線部材２１を切り欠き部５２ａ内に配置する。そして、こ
の切り欠き部５２ａの切り欠き開口側から半田や接着剤を流しこんで前記束線部材２１を
ＬＥＤ受け５２に密着固定させる。
【００４８】
このことによって、前記ＬＥＤ基板１２と対物枠５１とがシリコングリースを介して密着
状態になるとともに、前記束線部材２１が例えば半田を介して前記ＬＥＤ受け５２に密着
状態で配置される。
【００４９】
次に、前記リング部材５３の外周面側に管状固定部材５４を配置し、前記連結固定部材５
６を、前記ＬＥＤ基板１２、ＬＥＤ受け５２、リング部材５３の順に外周面側に被せてい
く。すると、この連結固定部材５６の先端面が管状固定部材５４に形成されている雄ネジ
部５４ａ近傍に到達する。ここで、前記連結固定部材５６の先端面が雄ネジ部５４ａに前
記連結固定部材５６に形成されている雌ネジ部５６ａを螺合していく。
【００５０】
そして、この雌ネジ部５６ａが前記雄ネジ部５４ａを通過すると、前記連結固定部材５６
の先端面が雄ネジ部５４ｂ近傍に到達する。ここで、前記雌ネジ部５６ａを雄ネジ部５４
ｂに螺合させていくことによって、雌ネジ部５６ａと雄ネジ部５４ｂとが螺合状態になっ
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て、連結固定部材５６と管状固定部材５４とが一体に固定される。
【００５１】
このことによって、前記連結固定部材５６の爪部５６ｂが被覆部材５５に所定の押圧力で
密着状態になるとともに、前記ＬＥＤ基板１２、ＬＥＤ受け５２、リング部材５３とが所
定の押圧力で密着状態になって、一体ユニットが構成される。
【００５２】
この後、この一体ユニットに、ＣＣＤ９等を配置したレンズ枠９ａを接合固定するととも
に、前記第１連結管１４、第２連結管１５を介して湾曲部４を一体的に連結固定して内視
鏡１を構成する。
なお、前記レンズ枠９ａは、ＬＥＤ受け５２と対物受け１１を一体にする前に、対物受け
１３に接合するようにしてもよい。また、図８（ａ）中のＬ－Ｌ線は前記図７の断面位置
を表している。その他の構成及び作用は前記第１実施形態と同様であり、同部材には同符
号を付して説明を省略する
このように、切り欠き部を設けたＬＥＤ受けに束線部材を配置し、この状態で切り欠き部
の開口側から半田を流し込んで、束線部材をＬＥＤ受けに一体的に接合したことによって
、束線部材の先端面を予め平面処理する等の前加工をなくして作業性の向上を図ることが
できる。また、連結固定部材と管状固定部材とを二重ネジで螺合固定したことによって、
連結固定部材と管状固定部材との脱落を確実に防止することかできる。その他の効果は前
記第１実施形態と同様である。
【００５３】
なお、前記ＬＥＤ受け５２とＬＥＤ基板１２とを一体に構成するようにしてもよい。
【００５４】
図９及び図１０は本発明の第３実施形態に係り、図９は硬性内視鏡の挿入部の先端部を説
明する長手方向断面図、図１０は先端部の構成を具体的に説明する長手方向に対して直交
する方向の説明図である。
なお、図１０（ａ）は先端部の正面図、図１０（ｂ）は図９のＭ－Ｍ線断面図、図１０（
ｃ）は図９のＮ－Ｎ線断面図である。
【００５５】
図９ないし図１０（ｃ）に示すように本実施形態の内視鏡は先端部に湾曲部４を連設配置
する代わりに所定長さ寸法の硬性チューブ６１を配置した硬性内視鏡６０であり、レンズ
受け１３、第１連結管１４、第２連結管１５等を配置させることなく、連結固定部材１７
の雌ネジ部１７ｂを硬性チューブ６１の先端側に形成されている雄ネジ部６１ａに螺合さ
せる構成になっている。そして、本実施形態においては放熱部材として束線部材２１を配
置する代わりに銅或いはアルミ、銀、カーボングラファイトなどの熱伝導率の高い部材で
所定断面形状に形作った細長で所定長さ寸法に設定した棒状部材６２を複数、所定位置に
配置している。その他の構成は第１実施形態と略同様である。
【００５６】
なお、前記硬性チューブ６１には棒状部材挿通孔６１ｂ及びレンズ枠用貫通孔６１ｃ等が
形成されている。また、図１０（ａ）中のＰ－Ｐ線は前記図９の断面位置を表している。
【００５７】
このように、挿入部が硬性な硬性内視鏡においては柔軟性を有する放熱部材を配置する代
わりに、硬質な放熱部材を配置することによって、ＬＥＤチップの発する熱を、ＬＥＤ基
板や対物受けを介して棒状部材の先端側から後方側に伝導させて、ＬＥＤ照明部が高温に
なることを防止することができるとともに、ＬＥＤチップで発生した熱をＣＣＤに伝導さ
れることを確実に防止することかできる。
なお、図１１（ａ）ないし図１１（ｃ）の硬性内視鏡の他の構成を説明する図に示すよう
に前記図８に示したと同様な対物枠５１を設けるとともに略筒形状で細長で所定長さ寸法
に設定したＬＥＤ受け６３を配置して硬性内視鏡６０Ａを構成するようにしても、上述と
同様の作用及び効果を得ることができる。
【００５８】
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なお、以上述べた実施形態において、発光素子としてＬＥＤを用いたが、発光素子はレー
ザーダイオード等であってもよい。
【００５９】
尚、本発明は、以上述べた実施形態のみに限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱し
ない範囲で種々変形実施可能である。
【００６０】
［付記］
以上詳述したような本発明の上記実施形態によれば、以下の如き構成を得ることができる
。
【００６１】
（１）挿入部の先端部に発光素子を備えた内視鏡において、
細長な放熱部材の一端部を前記発光素子近傍に配置する一方、他端部を前記挿入部後方側
の所定位置に配置した内視鏡。
【００６２】
（２）前記放熱部材は断面積を一定に形成した付記１に記載の内視鏡。
【００６３】
（３）前記放熱部材の長さ寸法は、この放熱部材の材質及び断面積を考慮して設定する付
記１に記載の内視鏡。
【００６４】
（４）前記挿入部が軟性で湾曲部を有するとき、
前記放熱部材は、直径が０．１ｍｍ以下の素線を複数束ねて形成した束線部材であり、前
記ＬＥＤ照明近傍から基端側に延出する束線部材を少なくとも前記湾曲部内で複数に分割
した付記１に記載の内視鏡。
【００６５】
（５）前記挿入部が硬性であるとき、
前記放熱部材は棒状部材である付記１に記載の内視鏡。
【００６６】
（６）前記素線及び前記棒状部材は、熱伝導率の高い部材である付記３又は付記５に記載
の内視鏡。
【００６７】
【発明の効果】
以上説明したように本発明によれば、挿入部先端部に配置したＬＥＤ照明の発する熱によ
って、照明光量の減少や、画像ノイズの発生を防止して、良好な観察を長時間に渡って行
える内視鏡を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１ないし図６は本発明の第１実施形態に係り、図１は挿入部の構成を説明する
長手方向断面図
【図２】ＬＥＤ照明部の構成を説明する図
【図３】挿入部の構成を具体的に説明する長手方向に対して直交する方向の説明図
【図４】先端部の組み付け工程を説明する図
【図５】カバーガラスの他の構成例を説明する図
【図６】束線部材の後端側の一体部が接合される前口金の他の構成を説明する図
【図７】図７及び図８は本発明の第２実施形態にかかり、図７は先端部の構成を説明する
長手方向断面図
【図８】先端部の構成を具体的に説明する長手方向に対して直交する方向の説明図
【図９】図９及び図１０は本発明の第３実施形態に係り、図９は硬性内視鏡の挿入部の先
端部を説明する長手方向断面図
【図１０】先端部の構成を具体的に説明する長手方向に対して直交する方向の説明図
【図１１】硬性内視鏡の他の構成を説明する図
【符号の説明】
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１…内視鏡
３…先端部
４…湾曲部
６…ＬＥＤチップ
７…ＬＥＤ照明部
１０…観察光学部
１１…対物受け
１２…ＬＥＤ基板
１７…連結固定部材
２１…束線部材

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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摘要(译)
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接管15，盖玻璃16和连接固定构件17.物体接收器11和LED基板12由金属
构件形成。导热系数高。在用于布置围绕物体接收器11的凹部11b形成的
辐射构件的通孔11c中，布置具有高导热率的束线部件21的远端，该线束
部件21辐射从LED芯片6产生的热量。捆扎线构件21的近端布置在柔性管
5中。捆扎线构件21通过捆扎多个股线21a而形成，股线21a的股线直径
为0.1mm或更小，同时考虑到柔性。Ž
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